
鹿部温泉観光協会
地域活性推進プロジェクト係 金澤 佑

地域へ人を呼び込むために
考えた土地に根ざした
プログラムづくり

令和７年度世界トップクラスの観光地域づくりセミナー





●体験観光事業
●観光振興事業
●広域連携事業
●観光PR及び特産品PR事業
●販売促進事業(観光コンテンツのPR)
●新商品開発事業



鹿部町について

北海道南西部に位置 北海道駒ヶ岳の麓

豊かな漁業の町 温泉資源が豊富

噴火湾に面した人口3,489人の小さな町 活火山との共存の歴史

昆布漁が町の歴史を支える 町内の約30箇所から温泉が湧き出る



概要

人口

3,489人（令和7年8月1日現在）

町名の由来

アイヌ語 “シケルぺ” （キハダの木が多い場所）が訛ったもの

面積と位置

110.63平方km、函館市・七飯町・森町に隣接

地理的特徴

北海道駒ヶ岳のふもと、噴火湾に面している



平成22年頃から毎年約100名ずつ
人口は減少を続けている



漁業の現状

地球温暖化で海の水温が上がったことや、漁師の高齢化によって、

漁師の数やとれる魚の量が20年前の4割ほどに減ってきている



宿泊施設の相次ぐ閉館



◯鹿部町が抱える課題

・水産資源の減少
・宿泊施設の減少
・人口減少(高齢化)
・産業の衰退及び不足(若年層の働く場不足)
・空き物件の増加(役場旧庁舎や小学校等)

・経費の高騰(資材、ガソリン等)
・和食離れ(こんぶ、お魚等)





ゴールデンルートから外れている。
JRやバスの本数も少ない….



目的地になる為に、独自性のある商品・
プログラムを作らなければならない。



目的地になる為に、独自性のある商品・
プログラムを作らなければならない。
→町の成り立ちを知る！



町の歴史

始まり
1615年

現在

移住のきっかけ

町の広がり

今の町へ

約400年前、司馬宇兵衛という漁師が良質な昆布を求めて青森からやってきた

海藻がよく育っていたため、司馬宇兵衛はここに住むことを決意

魚がたくさんとれる噴火湾とあたたかい気候にひかれて、
他の漁師も移り住んでいった

漁業を中心とした暮らしが続き、開拓も進み、少しずつ町は発展していった



町の歴史

始まり
1615年

現在

移住のきっかけ

町の広がり

今の町へ

約400年前、司馬宇兵衛という漁師が良質な昆布を求めて青森からやってきた

海藻がよく育っていたため、司馬宇兵衛はここに住むことを決意

魚がたくさんとれる噴火湾とあたたかい気候にひかれて、
他の漁師も移り住んでいった

漁業を中心とした暮らしが続き、開拓も進み、少しずつ町は発展していった

ポイント①
昆布漁師さんで

はじまった町



活火山駒ヶ岳と鹿部町

始まり
3万年前

現在

噴火と町の危機

大噴火

昆布漁と町の復興

昭和４年

約3万年前から駒ヶ岳では噴火が起きていたと考えられている

何度も噴火があり、町は住めなくなるほどの危険に何度もさらされた

火砕流や軽石により道や建物が埋もれた

町の収入源である昆布漁のため、
住民たちは協力して生活環境を取り戻し、復興を成しとげた
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ポイント②

軽石土壌により
農家０軒

ポイント③
温泉が豊富



町には甘口たらこを最初に作った工場や、
北海道産のウニを全国に広めた会社も





目的

観光事業で 地域も観光も 元気に。



●体験観光事業
●観光振興事業
●広域事業
●観光PR及び特産品PR事業
●販売促進事業(観光コンテンツのPR)
●新商品開発事業



◯地域に根差した
体験観光プログラム

→ 修学旅行や

  訪日外国人の受入れ



































期待できる効果

・収入源、経済効果の拡大
やりがい・生きがいの創出

・シビックプライドの醸成

・産業の発展



道の駅しかべ間歇泉公園開業



道の駅しかべ間歇泉公園開業



道の駅しかべ間歇泉公園開業



浜のかあさん食堂の開業

水産の町だが、地元の海の幸を提供する店がなかった

開業により町を訪れる目的が生まれた

新たな顧客層やリピーターの獲得に繋がっている

地元の食文化の継承にも貢献している



浜のかあさん食堂の開業

雇用

経済の循環
域内での

漁業者、漁協、
加工事業者、商店等

観光客の

増加



地域の背景を知り、資源を掘り起こし、それらを反映させた
プログラムを開発することで、ここならではの商品を造成す
る。

道南の市町が各々取り組むことで、南北海道の周遊観光が
より魅力的なものとなり、函館市を中心に世界トップクラス
の観光地へと成長していく。



ご清聴ありがとうございました。

海と温泉のまち鹿部町で
お待ちしております！
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